
 

「危険物の取扱いに係る業務の規程の審査要領」の一部改正案について 

 

令 和 ４ 年 1 2 月 

航空局安全部安全政策課 

 

１．改正の背景 

国土交通省は、本邦航空運送事業者から航空法（昭和 27 年法律第 231

号）第 104 条第１項に基づく航空機の運航に関する事項について定めた運航

規程の認可申請があった場合は、「運航規程審査要領細則」（平成 12 年１月

28 日空航第 78 号）により運航規程を審査している。当該審査要領細則で

は、危険物の取扱いに係る業務についても審査することとされており、「危

険物の取扱いに係る業務の規程の審査要領」（平成 27 年国空航第４号）に必

要な審査事項等が定められている。 

今般、国際民間航空機関の理事会において、包装物上の表示の不具合が生じ

た場合に適切な表示に替える要件の追加を目的とした危険物の航空安全輸送に

関する技術指針（ＩＣＡＯ－ＴＩ）の改訂案が承認され、令和５年１月１日に発効される

ことから、これに対応するため、また、旅客を含む搭乗者に対する危険物情報の周

知に係る規定の明確化のため、所要の改正を行う。 

 

２．改正の概要 

（１）搭乗者への危険物情報の提供について、提供時期、提供場所及び提供方

法に関する規定の明確化（別添 ３．（１）２）及び３）並びに３．

（２）２）関連） 

（２）積載時に汚損等の表示の不具合を発見した場合、適切な表示に替える規

定の追加（別添 ３．（２）４）関連） 

 

３．スケジュール（案） 

公 布：令和４年 12 月中旬 

施 行：令和５年１月１日 

（２．（１）については令和５年 12 月 31 日までの経過措置を設ける。） 


